










序論 

母子間の情報伝達は成長後の会話の原始的形態であって,情報伝達の本質的メカニズムを

解明する上で不可避の課題である。本研究においては,母親の語りかけに対する,新生児の

身体運動にあらわれる反応について検討している。 

本研究では,既に第 1年度において計算機画像分析の手法を導入し,音声と体動との相関を

客観的に定量化する分析手法を開発した。その分析の結果,新生児が母親の呼びかけを識別

し,四肢を同期的に動かすことが明らかになった。 

本年度においては,前記の分析手法を用いて,新生児の音声-体動同期現象の分析例をふや

すとともに,成人の会話における音声-体動同期現象との比較など,その分析手法の応用例

をふやしつつある。特に本年度は,母子双方の内部状態を客観的に把握することを目的とし

て,母子双方の心電図を同時計測し,実験条件の安定化を試みた。さらに,出生前の胎児期の

母子相互作用についても超音波画像技術を応用して,実験方法の開発を進めている。現在予

備実験的に胎児の心臓部の運動を画像分析することができるようになった。 


